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九州大学に保管されている海洋沈降粒子試料‐高橋コレクション
Sediment trap samples stored in Kyushu University
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植物プランクトンが海洋表層で光合成により固定した炭素（有機物）は、海洋沈降粒子として水柱を沈降
し、海洋中深層へと輸送される。このプロセスは海洋炭素循環における重要なプロセスである。沈降粒子の質
や量の時系列変動を調べるためにセディメントトラップが用いられている。セディメントトラップの形状は漏
斗状で、海中に係留することで沈降粒子を捕集する。捕集瓶は予め設定した日時に自動的に回転し、時系列の
沈降粒子試料を採集できる。九州大学大学院理学研究院地球惑星科学部門古環境学研究分野には、高橋孝三名
誉教授により北太平洋およびその縁辺域を中心とした世界の海域から採集された沈降粒子試料が多数保管され
ている。これらの試料は、ホルマリン海水に浸ったWet試料と、メンブレンフィルターに濾過後、脱塩、乾燥し
たFilter試料がある。これらの試料は、海洋炭素循環の動態を理解するための貴重な試料となる。
 

沈降粒子、試料アーカイブ
sinking particles, archive sample

 

MIS17-P25 日本地球惑星科学連合2016年大会

©2016. Japan Geoscience Union. All Right Reserved. - MIS17-P25 -


